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災害出動延べ人数
その他出動（訓練など）件数
その他出動（訓練など）延べ人数
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202件
3,755人

会

　

長

団

長

本
間　

郁
浩

副

会

長

副

団

長

村
井　

雅
一

〃

〃

海
老
澤
拓
馬

広
報
委
員
長

第
8
分
団

大
清
水　

航

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
4
分
団

倉
嶋　

皓
矢

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
11
分
団

桑
名　

堅
也

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
12
分
団

橋
浦　

太
郎

東
部
広
報
委
員

第
1
分
団

向
井　

博
文

〃

第
2
分
団

山
口　

正
和

〃

第
3
分
団

安
井　

健
浩

〃

第
5
分
団

山
田　

奉
幸

〃

第
6
分
団

鈴
木　

辰
朗

中
部
広
報
委
員

第
7
分
団

小
林　

研
人

〃

第
9
分
団

鴨
下　

貴
仁

〃

第
10
分
団

小
島　

清
匡

〃

第
17
分
団

齋
藤　

拓
海

西
部
広
報
委
員

第
13
分
団

藤
原　

光
輔

〃

第
14
分
団

末
吉　

裕
希

〃

第
15
分
団

増
田　

哲
也

〃

第
16
分
団

市
川　
　

潤

〃

第
18
分
団

室　
　

祐
樹

広
報
委
員
会
名
簿

▼ 

広
報
委
員
長
コ
ラ
ム 

▲

　

平
素
よ
り
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

府
中
市
消
防
団
の
広
報

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

第
８
分
団
の
大
清
水
と
申
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
は
、
有
事
の
際
に
備
え
た
活
動
は
も

ち
ろ
ん
、
各
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
活
動
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
の
『
消
防
団
だ
よ
り
』
に
は
一

部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
も
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
き
私
た
ち
消
防
団
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
本
間
団
長
の
指
揮
の
下
、
消
防
団
活
動
に
従

事
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広報委員長  第8分団  団員
大清水　航

　

令
和
５
年
度
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、
毎
年
12
月
28
日
～
30
日
の

３
日
間
で
行
い
、
警
戒
本
部
を
府
中
市
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
に
、
分
所
を
各
防
災
セ
ン
タ
ー
（
分
団
詰
所
）
に

設
置
し
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
て
警
戒
区
域
内
に
対
す
る

巡
回
広
報
活
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
警
戒
に
お

い
て
は
、
市
長
、
都

議
会
議
員
及
び
府
中

消
防
署
長
が
各
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
巡
察

を
２
日
間
に
分
け
て

行
い
、
各
分
団
に
対

し
て
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒

▶
団
本
部
に
よ
る
巡
察
の
様
子

▲睦消防組による梯子のり

　

新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ

る
府
中
市
消
防
団
出
初
式
が
、

令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）、
府

中
公
園
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
団
の

勇
姿
を
市
民
に
披
露
す
る
と
と

も
に
、
団
員
に
と
っ
て
は
、
日

頃
か
ら
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
の
激
励
を
受
け
、
改
め
て

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

力
を
尽
く
す
こ
と
を
固
く
誓
う

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
22
台
の
ポ

ン
プ
車
等
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー

ド
、
ま
た
会
場
内
で
は
、
睦
消

防
組
に
よ
る
伝
統
の
木
や
り
行

進
、
梯
子
の
り
が
行
わ
れ
、
観

客
を
魅
了
す
る
素
晴
ら
し
い
演

技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
副
団
長
に
よ
る
半
鐘
を

合
図
に
式
典
が
始
ま
り
、
表
彰

で
は
高
野
市
長
か
ら
消
防
団
歴

15
年
の
団
員
の
方
々
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
間
団
長
か
ら
、

永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
消
防
団

歴
25
年
、
20
年
、
15
年
、
10
年
、

5
年
の
団
員
の
方
々
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
沼
尾
府
中
消
防

署
長
よ
り
、
優
良
分
団
表
彰
と

し
て
、
第
２
分
団
、
第
８
分
団
、

第
９
分
団
、
第
11
分
団
、
第
12

分
団
、
第
18
分
団
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
長

年
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
令
和
５

年
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
団
さ

れ
た
方
々
に
、
総
務
省
消
防
庁

長
官
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
盤
に
は
、
第
６
分

団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
演
技
と

第
１
分
団
、
第
２
分
団
、
第
３

分
団
、
第
４
分
団
、
第
５
分
団

に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▲一斉放水

府
中
市
消
防
団 

出
初
式

令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）府
中
公
園

永
年
勤
続続
表

彰

【
表
彰
を
受
け
て
】

　

令
和
6
年
度
府
中

市
消
防
団
出
初
式
に

て
、
25
年
永
年
勤
続

表
彰
を
賜
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
4
月
に

入
団
し
、
現
在
に
至

る
ま
で
長
い
年
月
活

動
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

入
団
す
る
き
っ
か

け
は
、
中
田
前
副
団

長
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
入
団
い
た
し
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
方
、
多
く
の
団
員
に
支
え
ら
れ
現
在
ま
で
活

動
が
出
来
て
い
る
事
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
消
防
団
活
動
に
従
事
し
、
諸
先
輩

方
な
ら
び
に
団
員
と
共
に
、
府
中
の
為
に
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
貢
献
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
気
持
ち
を
引
き

締
め
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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岡
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団
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猿
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第
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第
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団
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第
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第
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団
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私
た
ち
第
1
分
団
は
、
小
林
佑
司
分
団
長
を
筆
頭
と
し
総
勢
20
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
警
戒
区
域
は
、
押
立
町
全
域
で
、
出
動
区
域
は
小
柳
町
、
白
糸
台
、

朝
日
町
と
多
摩
川
に
隣
接
す
る
地
域
で
す
の
で
、
河
川
敷
火
災
に
も
出
動
し
ま
す
。

　

そ
の
多
摩
川
河
川
敷
で
毎
年
成
人
の
日
に
開
催
さ
れ
る
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

行
事
で
あ
る
、「
ど
ん
ど
焼
き
の
集
い
」
の
警
戒
消
火
活
動
に
も
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
焼
き
と
は
、
お
正
月
に
使
っ
た
門
松
や
し
め
縄
、
お
守
り
、
破
魔
矢
、

祈
願
成
就
し
た
「
だ
る
ま
」
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼
き
、
そ
の
火
に
あ
た
っ
た
り
、

餅
を
焼
い
て
食
べ
た
り
し
て
無
病
息
災
を
願
い
、
ま
た
、
お
正
月
に
お
迎
え
し
た

神
様
を
お
送
り
す
る
日
本
の
伝
統
行
事
で
す
。
青
竹
を
骨
格
と
し
、
わ
ら
を
使
い

三
角
柱
の
櫓
（
や
ぐ
ら
）
を
組
み
、
こ
れ
に
火
を
投
じ
て
松
飾
り
な
ど
を
燃
や
し

ま
す
。

　

櫓
（
や
ぐ
ら
）
に
、
火
を
投
じ
る
前
、
河
川
敷
周
辺
の
草
木
に
火
の
粉
が
飛
び

落
ち
、
燃
え
な
い
よ
う
事
前
の
放
水
作
業
を
行
い
ま
す
。
火
を
投
じ
て
か
ら
、
2
時
間
ぐ
ら
い
か
ら
放
水
、
消
火
作
業
が

始
ま
り
ま
す
。
鳶
口
を
使
用
し
、
確
実
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
、
確
認
し
、
ど
ん
ど
焼
き
の
消
火
活
動
が
終
了
と

な
り
ま
す
。

　

ど
ん
ど
焼
き
は
地
域
の
大
切
な
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
方
々
と
交
流
を
図
り
、
消
防
団
活
動
へ
の

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
１
分
団　

班
長　

向
井　

博
文

　

私
た
ち
第
２
分
団
は
、
田
中
一
彦
分
団
長
を
筆
頭
に
現
在
21
名
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
警
戒
区
域
は
白
糸
台
エ
リ
ア
で
、
東
部
地
区
唯
一
の
照
明
電
源
車
も
保

有
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
の
活
動
と
し
て
は
、
火
災
時
に
対
応
す
る
た
め
の
訓
練
や
、
分
団
の
運
営

に
つ
い
て
の
会
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は
地
域
の
消
火
活
動
、

救
助
活
動
、
警
戒
活
動
な
ど
、
幅
広
い
消
防
活
動
に
駆
け
つ
け
る
と
い
う
、
地
域

の
安
全
確
保
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
密
着
性
の
一
つ
と
し
て
上
記
写
真
の
府
中
第
四
小
学
校
で
行
わ
れ

る
フ
ァ
イ
ア
の
集
い
等
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
白
糸
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
地
域
住
民
が
集
う
防

災
訓
練
や
救
助
訓
練
の
お
手
伝
い
等
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
よ
り
強
固
な
地
域
防
災
体
制
を
築
け
る
よ
う
日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
２
分
団　

部
長　

山
口　

正
和

　

我
々
第
５
分
団
は
、
内
海
展
行
分
団
長
を
筆
頭
と
し
総
勢
22
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
警
戒
区
域
は
小
柳
町
、
出
動
区
域
は
小
柳
町
、
押
立
町
、
白
糸
台
、
紅

葉
丘
、
朝
日
町
、
多
磨
町
、
是
政
、
清
水
が
丘
に
な
り
ま
す
。

　

上
記
の
写
真
は
令
和
5
年
7
月
28
日
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
多
摩
川
（
多
摩
川
競
艇
場
）

の
納
涼
花
火
大
会
で
、
運
営
協
議
会
か
ら
の
要
請
に
よ
り
出
動
し
て
い
ま
す
。
消

防
車
か
ら
ら
く
車
を
消
火
栓
ま
で
下
ろ
し
、
万
が
一
に
備
え
て
待
機
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
に
地
域
の
方
々
か
ら
応
援
の
声
や
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
言
葉
が
我
々
消
防
団
の
日
々
の
活
動
の
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
５
分
団　

団
員　

山
田　

奉
幸

府
中
市
消
防
団 

照
明
電
源
車
の
ご
紹
介

第
12
分
団　

団
員　

橋
浦　

太
郎

　

照
明
操
作
パ
ネ
ル
は
、
高
さ
・
向
き
・
角
度
の
操
作
が
で

き
ま
す
。

　

可
搬
型
照
明
は
、
照
明
電
源
車
で
の
進
入
が
難
し
い
現
場

で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

１
０
０
Ｖ
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
電
源
が
確
保
出
来
な
い
時
に

活
用
で
き
ま
す
。

　

府
中
市
消
防
団
で
は
、
２
台
の
照
明
電
源
車
が
配
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
夜
間
の
火
災
及
び
災
害
に
出
場
し
消
防
隊
等
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

照
明
電
源
車
に
装
備
さ
れ
て
い
る
機
材
等
の
一
部
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

▲照明電源車

▲照明操作パネル▲100Vコンセント

▲可搬型照明

お詫びと訂正
　

令
和
５
年
７
月
発
行
、
消
防
団
だ
よ
り
第
58
号
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
記
事
に
お
い
て
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
「
令
和
５
年
度
新
入
団
員
」
名
簿
中　

２
行
目

「
第
４
分
団　

高
木　

奎
亮
」
は
、
正
し
く
は

「
第
４
分
団　

岩
崎　

奎
亮
」
で
す
。

救
命
講
習
会
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）と
は

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
高
性
能
の
心
電
図
自
動
解
析

装
置
を
内
蔵
し
た
医
療
機
器
で
す
。
心
電

図
を
解
析
し
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
断
し
ま
す
。
小
型
軽
量
で
携
帯

に
も
支
障
が
な
く
、
操
作
は
非
常
に
簡
単

で
、
電
源
ボ
タ
ン
を
押
す
か
蓋
を
開
け
る

と
、
機
器
が
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
よ

り
救
助
者
に
使
用
方
法
を
指
示
し
て
く
れ

ま
す
。

救
命
講
習
会

　

府
中
市
消
防
団
で
は
、
緊
急
時
に
備
え
救
命
講
習
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
救
命
講
習
会
で
は
、
心
肺
停
止
時
の

応
急
処
置
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
素
早
く
応
急
処
置
を
す
る
の
と
し
な

い
の
で
は
、
そ
の
後
の
回
復
、
生
存
率
に
大
き
な
差
が
出
る
こ

と
を
改
め
て
勉
強
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

①
電
源
を
入
れ
る
。

②
電
極
パ
ッ
ド
を
傷
病
者
の
胸
に
貼
る
。

　

電
極
パ
ッ
ド
を
貼
る
位
置
は
右
胸
の

　

上
と
左
脇
の
下
で
心
臓
を
挟
み
込
む

　

よ
う
に
し
て
貼
る
。

③
自
動
で
心
電
図
解
析
が
始
ま
る
。

　

解
析
中
は
傷
病
者
に
触
れ
な
い
。

④
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
。

　

そ
の
際
も
傷
病
者
か
ら
必
ず
離
れ
る
。

電
極
パ
ッ
ド
を

貼
る
位
置

第
11
分
団　

班
長　

桑
名　

堅
也

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し

た
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
府
中
市
消
防
団
出
初
式
に
て
、
災
害
義
援
金
の
受

付
を
行
い
、
集
ま
っ
た
義
援
金
を
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送
金
し
ま
し
た
。


